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１．製品開発の費用

研究開発費の対売上高比率

研究開発費の内訳

人件費

減価償却費

材料費

個別プロジェクトの規模
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売上高研究開発費比率：製造業４％、自動車４％、家電６％、医薬８％
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研究開発の会計処理

・ 研究開発費用…活動と成果の対応があいまい

① 特定製品に結びつき、原価性の強いもの ・・・ 製造原価

② 企業全般にかかわる研究 ・・・ 一般管理費

しかし、その境界は不明確

・ 資産的な性格と生産費的な性格

・ 1999年から全て当期費用として処理（繰越資産、償却は認めず)  



資料：「研究開発のダイナミクス」 NISTEPレポート No.14 1990

科学技術政策研究所 第一研究グループ（菊池純一、森俊介、馬場靖憲、森野美樹 ）

１件あたりの開発費は、製品によって異なる。数億円が多い。
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２．製品開発の生産性

標準的な開発プロジェクト１本あたりの所要工数（人・時）

プロジェクト内容に関して修正済み

製品の複雑さ

技術の新規性

共通部品率

サプライヤーなどが分担する開発作業

開発作業の自動化率

原データの修正・・・エンジニアリング法と統計法



自動車の例：日本企業の生産性は高い



スーパーコンピュータの例：日本企業の生産性は高い



3．開発生産性の競争力へのインパクト

開発生産性の向上 → １プロジェクト当り開発コストの削減

（１）コスト競争力アップの道

（製品単価あたりの研究開発費用を削減）

（２）製品差別化の道

（所与の研究開発費で遂行できるプロジェクト数を増やす）

細分化したニーズに対応；「打席数」をかせぐ。



開発生産性のモデルチェンジ・製品多様性へのインパクト：数値例

Ｄ＝Ｂ×Ｃ

Ｈ＝Ｅ×Ｆ×Ｇ

備考

６

１００万台

１万ドル

１００億ドル

300万時間(低生産性)

１００ドル

１

３億ドル(３％､300
ドル／台)
８年（長い）

８（少ない）

４年

６

１００万台

１万ドル

１００億ドル

150万時間(高生産性)

１００ドル

２

３億ドル(３％､300
ドル／台)
４年（短い）

１０（多い）

４年

A モデル数（2000年）

B 生産台数

C メーカー価格

D 売上総額

E 開発工数

F 開発コスト／時間

G 年間開発モデル数

H 年間開発支出総額

I モデルチェンジ頻度

J モデル数（2008年）

K 開発リードタイム

B社（低生産性）A社（高生産性）項目





開発工数のインパクト
注：開発工数､期間は､プロジェクト内容修正前のもの。資料：Clark & 

Fujimoto, Product Development and Competitiveness, HBS Working Paper 90-005, Table 7

2.31.61.3開発期間／モデルチェンジ間隔比率 （ｔ／Ｔ）

12.2年8.1年4.6年平均モデルチェンジ間隔 （ｔ＝Ｍ／ｒ）

5.3年5.2年3.6年プロジェクト当り平均開発期間 （Ｔ）

1150万780万710万乗用車生産台数合計（1984年） （Ｙ）

3.6%3.0%3.6%Ｒ＆Ｄ支出額対売上比（1984年､5） （ｋ）

6528551982-87年平均モデル数 （ｍ／６）

3221721982-87年新車開発数 （n）

340万350万120万プロジェクト当り平均工数（時間） （x）

8.24.72.7Ｒ＆Ｄ支出額合計（１９８４年､億ドル）

欧州アメリカ日本

年間新車発売数 × 時間当たり開発コスト × 平均工数 ＝
ｎ／６ ｒ Ｘ

Ｒ＆Ｄ支出額対売上比 × 乗用車平均単価 × 乗用車生産台数 ＝ 年間Ｒ＆Ｄ支出額
ｋ ｐ Ｙ

したがって､

ｎ ＝ ｐ／ｒ × ｋ × Ｙ × ６ × １／Ｘ

日本 ７２ ５６ ０．０３６ ７１０万 ６ １／１２０万

米国 ２１ ５２ ０．０３０ ７８０万 ６ １／３５０万

欧州 ３２ ４４ ０．０３６ １１５０万 ６ １／３４０万

（推定）



４．開発生産性の向上

・開発リードタイムと開発生産性・・・多くの場合、正の相関

・ＣＡＤ-ＣＡＭ-ＣＡＥと開発工数低減

直接効果と間接効果（フロントローディングなど）

・バリエーション数、部品共通化、サプライヤーの設計力活用

・専門化と開発工数（オーバー・スペシャリゼーション問題）



藤本隆宏・クラーク,K.B. 『製品開発力』田村明比古訳、ダイヤモンド社
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フロントローディング
（問題解決の前出し）
による工数の低減

藤本隆宏 『生産マネジメント入門』 日本経済新聞社 2001 (Ⅱ232 図15.2)
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設計を外注するか、共通部品を多用するか

新規設計部品の比率

部品開発
作業の
内製率

共通部品に依存

部品メーカーの開発力に依存



日本では
自動車部品メーカーが
開発で活躍する
（承認図方式など）



過度の専門化は
かえって
開発生産性を
低める

藤本隆宏・クラーク,K.B. 『製品開発力』田村明比古訳、ダイヤモンド社
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